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篠

 

木

 

れ

い

子

 

一 

は
じ
め
に

 
群
馬
県
が
所
属
す
る
関
東
地
方
に
は
、

三
種
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
分
布
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（1
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2
）

す
な
わ
ち
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
、
埼
玉
式

ア
ク
セ
ン
ト
、
崩
壊

ア
ク
セ
ン
ト
が
そ

れ
で
あ
る
。
そ
の
分
布
を
大
雑
把
に
見
る
と
、
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト
は
栃
木
県
や
茨
城

県

に
、
埼
玉
式

ア
ク
セ
ン
ト
は
埼
玉
県
東
北
部
に
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
は
千
葉
県

や
神
奈
川
県
、
東
京
都
、
東
北
部
を
除
く
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
群
馬
県
の
ほ
と
ん
ど

の
地
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
布
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
種
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
ち
ょ
う

ど
囲
ま
れ
た
格
好
の
地
に
、
群
馬
県

の
南
東
端
に
位
置
す
る
館
林
市
と
邑
楽
郡
の
板

倉
町
や
明
和
村
が
あ
る
の
で
あ
る
。

 
異
な

っ
た
種
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
接
触
す

る
地
域
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
曖
昧
化
し
て

い
る
場
合
が
多

い
が
、
館
林
市
方
言

の
ア
ク
セ
ン
ト
も
、
そ
の
例
に
も
れ
ず
曖
昧
化

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（3
）

し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
曖
昧

ア
ク
セ
ン
ト

（地
域
に
よ
っ
て
は
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト
）

が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
金
田

一
春
彦
氏
の

「関
東

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（4
）

地
方

に
於
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
布
」
 
（昭
和
十
三
、
四
年
の
調
査
に
基
づ
く
）
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（5
）

よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
更
に
ま
た
、
中
沢
政
雄
氏
の

「
邑
楽
弁
の
研
究
」 
（昭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（6
）

和
二
十

一
年

の
調
査

に
基
づ
く
）
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

 

ア
ク
セ
ン
ト
の

一
般
的
な
変
化
の
方
向

は
、
明
瞭
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
曖
昧
ア
ク
セ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（7
）

ン
ト
へ
、
更
に
曖
昧

ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
崩
壊

ア
ク
セ
ン
ト
へ
、
と
言
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
変
化
を
し
た
地
域
、
あ
る
い
は
し
つ
つ
あ
る
地
域
も
多
数
報
告
さ
れ
て

 

（8
）

い
る
。
し
か
し
、

一
方
に
は
、
こ
れ
と
は
逆
の
方
向

へ
の
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
地

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（9
）

域
が
あ
る
こ
と
も
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。

 
そ
れ
で
は
、
金
田

一
氏
や
中
沢
氏
の
調
査
か
ら
か
な
り
の
年
月
が
経

っ
た
現
在
、

館
林
市
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な
変
化
を
と
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
ま
た
、
今
も
な
お

曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
実
態
は
い
か
な
る
も
の
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

 
本
稿
は
、
以
上
の
点
を
明
ら
め
る
そ
の

一
段
階
で
あ
る
。

 
二
 
昭
和
十
三
、
四
年
当
時
の
館
林
の
ア
ク
セ
ン
ト

 
金
田

一
氏
の

「
関
東
地
方
に
於
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
布
」
に
よ

っ
て
、
昭
和
十

三
、
四
年
当
時
の
館
林
市
の
ア
ク
セ
ソ
ト
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

 
現
在
の
館
林
市
及
び
邑
楽
郡
の
中
で
、
氏
が
調
査
さ
れ
た
地
点
を
抜
き
出
す
と
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

 
 

（当
時
の
町
村
名
）
 
（現
在
の
市
町
村
名
） 
（当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
）

 
 
 
小
泉
町
 
 
 
 
 
邑
楽
郡
大
泉
町
 
 
 
東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト



 
 
 
永
楽
町
 
 
 
 
 
邑
楽
郡
千
代
田
町
 
 
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

 
 
 

佐
貫
村
 
 
 
 
 
邑
楽
郡
明
和
村
 
 
 
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト

 
 
 
館
林
町
 
 
 
 
 
館
林
市
 
 

 
 
 
 
曖
昧
な
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

 
 
 

大
島
村
 
 
 
 
 
館
林
市
大
字
大
島
 
 
崩
壊
ア
ク
セ
ソ
ト

 
 
 
伊
奈
良
村
 
 
 
 
邑
楽
郡
板
倉
町
 
 
 
型
の
区
別
の
不
明
瞭
な
埼
玉
式

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ク
セ
ン
ト

 

こ
こ
で
、
館
林
市
誕
生
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

 

明
治
四
年
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
館
林
県
が
誕
生
し
た
が
、
同
年
十

一
月
に
は
山

田
郡
、
新
田
郡
と
と
も
に
新
設
さ
れ
た
栃
木
県
に
編
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
五
年
後

の
明
治
九
年
に
は
、
再
び
群
馬
県
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
十

一
年

の
市
町
村
制
に
よ
っ
て
、
左
記
に
示
す

一
町
七
村
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
昭
和
二
十
九

年
の
四
月

一
日
に
、
こ
れ
ら
の
町
と
村
が
合
併
し
て
、
こ
こ
に
館
林
市
が
誕
生
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

 
 
 
館
林
町

（館
林
町
、
谷
越
村
、
成
島
村
、
当
郷
村
）

 
 
 
郷
谷
村

（当
郷
村
、
新
当
郷
村
、

田
谷
村
、
四
ツ
谷
村
、
館
林
町
）

 
 
 
赤
羽
村

（羽
附
村
、
赤
生
田
村
）

 
 
 
六
郷
村

（新
宿
村
、
松
原
村
、
小
桑
原
村
、
青
柳
村
、
近
藤
村
、
堀
工
村
）

 
 
 

三
野
谷
村

（
上
三
林
村
、
下
三
林
村
、
野
辺
村
、
入
ケ
谷
村
、
矢
島
村
）

 
 
 
多

々
良
村

（成
島
村
、
高
根
村
、
木
戸
村
、
日
向
村
、
谷
越
村
）

 
 
 
渡
瀬
村

（下
早
川
田
村
、
上
早
川
田
村
、
傍
示
塚
村
、
足
次
村
、
大
新
田
村
、

 
 
 
 
 
 
岡
野
村
）

 
 
 
大
島
村

（北
大
島
村
）

 
さ
て
、
現
在
館
林
市
に
な

っ
て
い
る
館
林
町
と
大
島
村
は
、
昭
和
十
三
、
四
年
当

時
は
、
前
者
に
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
に
は
あ
る
が
か
な
り
曖
昧
化
し
て
い

る
ア
ク
セ
ン
ト

（館
林
式
ア
ク
セ
ン
ト
）
が
、
後
者
に
は
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト
が
行
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

 

”館
林
式
ア
ク
セ
ン
ト
”
の
名
を
与
え
ら
れ
た
館
林
町
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
、

氏
の
記
述
か
ら
重
要
と
思
わ
れ
る
事
項
を
要
約
し
て
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

 
 
1
、
言
わ
せ
る
調
査
で
は
、
同
じ
語
に
対
す
る
発
音
は

一
致
し
な
か

っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（13
）

 
 

2
、
読
ま
せ
る
調
査
で
も
、
個

々
の
単
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
、
生
徒
生
徒
に
よ

 
 
 

っ
て
必
ず
し
も

一
致
し
な
か

っ
た
。

 
 

3
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
地
域
で
は
、
同
じ
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
人
に
よ

っ

 
 
 

て
異
な
る
場
合
が
あ
れ
ば
、
話
者
同
志
は
変
だ
と
気
づ
く
が
、
そ
の
よ
う
な

 
 
 

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

 
 

4
、
同
じ
語
に
対
す
る
発
音
が

一
致
し
な
い
の
に
、
例
え
ば

「
箸
」
と

「
橋
」

 
 
 

の
同
音
異
義
語
が
ど
の
よ
う
に
違
う
か
と
問
う
と
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と

 
 
 

同
じ
区
別
で
答
え
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（14
）

 
 

5
、
て
い
ね
い
な
発
音
で
は
、
ど
の
よ
う
に
発
音
し
て
よ
い
か
迷

っ
て
い
る
様

 
 
 

子
で
あ

っ
た
。

 
 

6
、
○
○
ダ
型
と
○
○
ダ
型
の
も
の
は
、
単
独
で
も
割
合
明
ら
か
な
区
別
が
あ

 
 
 

る
よ
う
で
あ

っ
た
。

 
次
に
、
二
拍
名
詞
の
発
音
の
傾
向
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
見
て
お
き
た
い
。

 
 

イ
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
○
○
ダ
型
の
も
の

（IV

・
V
類
）

 
 
 
 
 
単
独
の
場
合
 
○
○
、
○
○
、
○
○
な
ど
い
ろ
い
ろ
に
発
音
さ
れ
、
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
を
基
準
と
も
定
め
難
い
。

 
 
 
 
 

「ダ
」
を
付
け
た
場
合
 
○
○
ダ
の
よ
う
に
な
る
傾
向
が
著
し
い
。

 
 

ロ
、
東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト
で
○
○
ダ
型
の
も
の

（
Ⅱ

・
Ⅲ
類
）

 
 
 
 
 
単
独
の
場
合
 
○
○
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
○
○
に
発

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

音
さ
れ
る
こ
と
も
か
な
り
あ
る
。
○
○
に
は
余
り
発
音

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
れ
な
い
。

 
 
 
 
 

「ダ
」
を
付
け
た
場
合
 
ほ
と
ん
ど
○
○
ダ
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
る
。

 
 

ハ
、
東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト
で
○
○
ダ
型
の
も
の

（Ⅰ
類
）

 
 
 
 
 
単
独
の
場
合
 
○
○
ま
た
は
○
○
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

 
 
 
 
 

「
ダ
」
を
付
け
た
場
合
 
○
○
ダ
、
○
○
ダ
、
○
○
ダ
な
ど
に
発
音
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
、
ど
れ
を

一
般
的
と
も
定
め
難
い
。

 
三
拍
名
詞
は
中
高
型
○
○
○
の
傾
向
が
強
く
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
○
○
○
、

○
○
○

の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
○
○
○
に
、
東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト
で
○
○
○
の
も
の
は

○
○
○
ま
た
は
○
○
○
で
発
音
さ
れ
て
い
る
。



 
三
拍
形
容
詞
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
で
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
○
○
○

の
も
の

は
○
○
○
に
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
○
○
○
の
も
の
は
○
○
○
や
○
○
○
や
○
○

○
な
ど
に
発
音
さ
れ
て
い
る
。

 
三
、
私
が
行
な
っ
た
調
査
に
つ
い
て

 
 
（一）
 
調
査
の
対
象

 
館
林
市
方
言
の
現
在
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
年
代
や
地

域
を
き
め
こ
ま
か
に
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
ず
そ
の
第

一
歩
と
し
て
、

館
林
市
の
小
学
校
十
校

（第

一
小
学
校
か
ら
第
十
小
学
校
）
の
六
年
生

（昭
和
四
十

六
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月

三
十

一
日
ま
で
の
間
の
誕
生
）
四
十
三
名

の
調
査
を
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
か
ら
十
月

に
か
け
て
試
み
た

（但
し
、
第

一
小
学

（
15

）

校
、
第
七
小
学
校
、
第
九
小
学
校
に
つ
い
て
は
未
調
査
）。
各
小
学
校
の
校
長
先
生
や

先
生
方
の
協
力
を
得
て
、
被
調
査
者
が
学
区

の
特
定
地
域
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
、
ま

た
、
父
親
も
し
く
は
母
親

一
方
が
そ
の
土
地

の
生
え
抜
き
で
あ
る
児
童
を
選
出
し
て

も
ら

っ
た
。

 
六
年
生
を
調
査
対
象
と
し
た
理
由
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

 
 
1
、
か
つ
て
金
田

一
氏
が
調
査
さ
れ
た
話
者
と
年
齢
を
同
じ
に
し
、
四
十
五
年

 
 
 
の
時
を
隔
て
た
二
時
点
を
比
較
す
る
た
め
。

 
 
2
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
地
域
は
三
種
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
囲
ま
れ

 
 
 
た
曖
昧

ア
ク
セ
ン
ト
地
域
で
あ
る

の
で
、
狭
い
地
域
で
も
地
域
差
が
あ
る
可

 
 
 
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
小
学
校
は
、
中
学
校
や
高
校
に
比
べ
る
と
学
区

 
 
 
が
狭
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
密
着
し
て
い
る
の
で
、
館
林
市
方
言
の
ア
ク

 
 
 

セ
ン
ト
の
全
体
の
様
子
を
把
握
す
る

の
に
良
い
。

 
 
3
、
六
年
生

（十

一
歳
か
ら
十
二
歳
）

の
生
活
空
間
は
狭
く
、
か
つ
、
言
語
歴

 
 
 
が
単
純
で
等
質
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
動
き
を
考
察
す
る
場

 
 
 
合
に
、
諸
条
件
を
少
な
か
ら
ず
簡
単
に
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

館
林
市
に
あ
る
小
学
校
十
校
の
所
在
地
及
び
話
者
名
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

（学
校
名

・
所
在
地
）

 
 
第

一
小
学
校
 
代
官
町
 
 
 
 
 
第
二
小
学
校
 
本
町
三
丁
目

 
 
第
三
小
学
校
 
尾
曳
町
 
 
 
 
 
第
四
小
学
校
 
大
字
大
島

 
 
第
五
小
学
校
 
大
字
羽
附
 
 
 
 
第
六
小
学
校
 
新
宿
二
丁
目

 
 
第
七
小
学
校
 
大
字
上
三
林
 
 
 
第
八
小
学
校
 
大
字
高
根

 
 
第
九
小
学
校
 
大
字
足
次
 
 
 
 
第
十
小
学
校
 
大
字
近
藤

 

（
話
者
名
）
 

敬
称
略

 
 
第
二
小
学
校

③
折
田
伊
美
子
 
⑤
奥
村
ま
ゆ
み
 
◎
岡
村
寿
恵
 
⑥
菊
沢

 
 
 
 
 
 
 
正
和
 
◎
小
暮
秀
信
 
①
飯
島
伸
彦

 
 
第
三
小
学
校
 
＠
寺
内
泰
夫
 
⑤
塩
田
知
加
 
◎
渋
沢
貴
之
 
③
川
島
由
美

 
 
 
 
 
 
 
子

 
 
第
四
小
学
校
 
④
吉
住
洋
子
 
⑤
黒
田
博
明
 
◎
斉
藤
未
佳
 
④
笠
原
千
枝

 
 
 
 
 
 
 
子

◎
大
出
み
ゆ
き

 
（◎

・
③

・
◎
は
五
年
生
）

 
 
第
五
小
学
校
 
④
増
田
寿
子
 
⑤
卯
月

一
郎
 
◎
石
川
敏
也
 
④
半
田
い
み

 
 
 
 
 
 
 
子
 
◎
今
泉
哲
也
 
①
森
田
真
由
美
 
⑧
根
津
和
之
 
⑤
柳
田

 
 
 
 
 
 
 
徹

 
 
第
六
小
学
校
 
④
須
永
陽
子
 
⑤
小
河
瀬
昇

◎
瀬
下
洋
子
 
③
飯
島
豊

 
 
 
 
 
 
 
◎
滝
寿
美
子
 
①
松
本
裕
二

 
 
第
八
小
学
校
 
④
河
本
恵
美
子
 
⑤
高
橋
晃
 
◎
大
久
保
純
子
 
⑥
加
藤
紀

 
 
 
 
 
 
 
子
 
◎
葭
葉
望
 
①
横
川
公

一 

⑧
大
竹
清
美

⑤
川
田
勉

 
 
 
 
 
 
 
①
御
友
貴
子

 
 
第
十
小
学
校
 
④
大
津
千
鶴
 
⑤
木
村
幸
子
 
◎
竹
森
誠
幸
 
⑥
奥
沢
真
俊

 
 
 
 
 
 
 
⑥
稲
葉
真
弓
 
①
松
本
哲
英

 
 
 
以
下
、
話
者
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

”
2
の
④
” 
（第
二
小
学
校
の
④
）

 
 
の
よ
う
に
示
す
。
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（二）
 
調
査
の
内
容

 
調
査
は
各
学
校
に
出
か
け
て
の
面
接
調
査
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
か
つ
て
京
阪

式
ア
ク
セ
ン
ト
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
異
体
系

ア
ク
セ
ン
ト
が
接
触
す
る
高
知
県

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（16
）

幡
多
郡
佐
賀
町
で
行
な

っ
た
調
査
と
同
じ
く
、
次
に
示
す
四
種
類
で
あ
る
。

 
 

（調
査
1
）

 
 
 
 
二
拍
名
詞
の
各
類
か
ら
二
拍
目
の
母
音
の
広
狭
を
考
慮
し
て
選
ん
だ
五
十

 
 
 
 
語
に
つ
い
て
、
単
独
の
場
合
の
発
音
と
付
属
語

（
「が
」「
は
」）
が
付
い
た

 
 
 
 
場
合
の
発
音
と
を
調
査
し
た
。

一
枚
の
カ
ー
ド
に
二
拍
名
詞

一
語
を
書
き
、

 
 
 
 
類
を
無
視
し
て
無
差
別
に
並
べ
た
も
の
を
話
者
に
渡
し
、
ま
ず
名
詞
そ
れ

 
 
 
 
だ
け
の
発
音
を
、
次
に
助
詞

「
が
」
あ
る
い
は

「
は
」
を
付
け
て
短
文
を

 
 
 
 
自
由
に
作

っ
て
も
ら
い
、
そ
の
発
音
を
調
べ
た
。
こ
れ
は
言
わ
せ
る
調
査

 
 
 
 
と
読
ま
せ
る
調
査
の
中
間
的
な
も

の
で
あ
る
。
五
十
語
は
次
の
通
り
で
あ

 
 
 
 
る
。

 
 
 
 
 
鼻

・
血

・
梅

・
酒

・
飴

・
顔

・
水

・
鳥

・
首

・
道

（Ｉ
類
）

 
 
 
 
 
川

・
歌

・
胸

・
雲

・
音

・
夏

・
冬

・
橋

・
雪

（Ⅱ
類
）

 
 
 
 
 
草

・
花

・
山

・
池

・
竿

・
犬

・
足

・
栗

・
月

・
波

（Ⅲ
類
）

 
 
 
 
 
肩

・
鎌

・
空

・
種

・
糸

・
臼

・
息

・
海

・
帯

・
箸

（W
類
）

 
 
 
 
 
鮒

・
汗

・
雨

・
蔭

・
声

・
蜘
蛛

・
猿

・
鶴

・
春

・
秋

・
鯉

（Ⅳ
類
）

 
 

（調
査
2
）

 
 
 
 

三
拍
形
容
詞
に
つ
い
て
、
東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト
で
○
○
○
型
の

「
赤
い

・

 
 
 
 
重
い
」
と
、
○
○
○
型
の

「
白
い

・
高
い
」
の
四
語
の
終
止
形
と
連
体
形

 
 
 
 

の
発
音
を
調
査
し
た
。

 
 

（調
査
3
）

 
 
 
 
次
に
示
す
同
音
異
義
語
の
六
組
を

カ
ー
ド
に
書
き
、
比
較
し
な
が
ら
発
音

 
 
 
 

し
て
も
ら

っ
た
。

 
 
 
 
 
飴

・
雨

橋

・
箸

釜

・
鎌

泡

・
粟

鼻

・
花

雲

・
蜘
蛛

 
 

（調
査
4
）

 
 
 
 
Ｉ
類
の

「鼻
」
と
他
の
類
の

「
音

・
山

・
肩

・
窓
」
（
二
拍
目
広
母
音
）
を
、

 
 
 
 

「首
」
と

「冬

・
犬

・
松

・
鶴
」

（
二
拍
目
狭
母
音
）
を
比
較
し
な
が
ら

 
 
 
 
発
音
し
て
も
ら

っ
た
。

 
以
上
の
四
つ
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
二
回
ず

つ
発
音
し
て
も
ら

っ
た
。

一
回
目

と
二
回
目
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な

っ
た
場
合
に
は
、
更
に
も
う

一
、

二
度
発
音
し
て

も
ら

っ
た
り
、
調
査
者
が
発
音
し
て
、
ど
ち
ら
が
よ
り
話
者
の
発
音
に
近

い
か
、
ど

ち
ら
が
そ
の
語
の
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
と
思
う
か
な
ど
を
尋
ね
て
、
反
省
的
型
を

把
握
す
べ
く
努
力
を
し
た
。
調
査
3

・
調
査
4
の
二
回
目
の
発
音
は
、

一
回
目
と
順

を
逆
に
し
て
発
音
し
て
も
ら

っ
た
。

 
四
、
昭
和
五
十
八
年
現
在
の
館
林
市
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト

 
 
 
 
 
―

小
学
生
の
場
合
―

 
七
校
四
十
三
名
の
児
童
を
調
査
し
た
結
果
、
学
校
単
位
で
見
る
と
、
大
き
く
は
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

一
方
は
ほ
と
ん
ど
東
京
式
ア
ク
セ

ン
ト
と
認
定
し
て
よ
い
も
の
で
あ
り
、
他
方
は
四
十
四
、
五
年
前
の
曖
昧
さ
と
は
そ

の
実
態
を
多
少
異
に
す
る
が
、
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
と
認
定
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

前
者
は
館
林
市
の
中
央
部
か
ら
西
部
に
あ
る
小
学
校
で
あ
り
、
後
者
は
館
林
市
の
東

部
に
あ
る
小
学
校

で
あ
る
。

 
 
A
グ
ル
ー
プ

（東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
）

 
 
 
第

二
小
学
校
、
第
六
小
学
校
、
第
八
小
学
校
、
第
十
小
学
校

 
 
B
グ
ル
ー
プ

（曖
昧

ア
ク
セ
ン
ト
）

 
 
 
第
四
小
学
校
、
第
五
小
学
校

 
も
ち
ろ
ん
個
人
単
位
で
見
れ
ば
、
B
グ

ル
ー
プ
の
児
童
の
中
に
も
、
A
グ

ル
ー
プ

に
入
れ
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
児
童
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
A
グ
ル
ー
プ
の
中
に
も

同
音
異
義
語
な
ど
の
区
別
が
あ
い
ま
い
に
な

っ
て
い
る
児
童
も
見
ら
れ
る
が
、
以
下
、

二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
、
そ
の
実
態
を
述
べ
よ
う
。



 
 
（
一
）
 
A
グ
ル
ー
プ
の
実
態
と
考
察

 
A
グ

ル
ー
プ
の
四
校
は
お
お
よ
そ
同
じ
よ
う
な
様
子
で
あ

っ
た
の
で
、
こ
の
中
か

ら
、
旧
館
林
町
に
あ
り
館
林
市
の
中
心
に
位
置
す
る
第
二
小
学
校
と
、
館
林
市
の
西

は
ず
れ
に
位
置
す
る
旧
多
々
良
村
に
あ
る
第

八
小
学
校
の
児
童
十
五
人
に
つ
い
て
述

べ
る
。

 
A
グ

ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
調
査
1
の
発
音
は

一
回
だ
け
で
す
ま
せ
た
。
但
し
、

そ
の

一
回
の
発
音
が
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
異
な
る
場
合
に
は
、
二
度
三
度
発
音
し

て
も
ら
い
、
反
省
的
型
を
求
め
る
努
力
を
し
た
。
8
の
④
に
つ
い
て
は
調
査
1
を
欠

い
た
。

 
以
下
、
調
査
1
か
ら
調
査
4
に
お
い
て
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
異
な
る
発
音
が

現
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
み
示
せ
ば
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

 
 
 
 
反
省
的
型
ま
で
も
が
東
京
式
ア
ク
セ
ソ
ト
と
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

 
 
 
例
え
ば

（
○
○
▽
）

の
よ
う
に
記
す
。

 
 
 
 

一
回
の
発
音
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
異
な

っ
た
が
、
そ
の
反
省
的
型

 
 
 
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
じ
も
の
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

〔○
○
▽
〕
の

 
 
 
よ
う
に
記
す
。

 
 
 
 

（

）
も

〔

〕
も
な
い
、
例
え
ば
○
○
▽
は
、
反
省
的
型
を
確
認
し
な

 
 
 
か

っ
た
こ
と
を
示
す
。

 
 
 
 
話
者
の
後

の

（ 
）
中
は
、
そ
の
話
者
の
居
住
地
、
す
な
わ
ち
成
育
地
を

 
 
 
示
す
。

 
 
2
の
④

（松
原
）
栗

（
○
○
▽
）
、
鎌

（○
○
▽
）
、
カ
マ
の
区
別
無
し
。

 
 
2
の
⑤

（松
原
）
栗

（○
○
▽
）
、
竿
（
○
○
▽
）

 
 
2
の
◎

（富
士
見
町
）
栗

（
○
○
▽
）
、
皿
 
○
○
▽

 
 
2
の
⑥

（成
島
）
栗

（○
○
▽
）
、
道

〔○
○
▽
〕
、

皿

〔○
○
▽
〕
、

息

〔○

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
〕
、
箸

〔○
○
▽
〕
、
鎌

（
○
○
）
〔○
○
▽
〕
 
ヵ
マ
の
区

 
 
 
 
 
 
 

別
無
し
。
調
査
3
は
全
体
的
に
あ
い
ま
い
。

 
2
の
◎

（大
手
町
）
栗

（
○
○
▽
）
、
糸

〔○
○
、
○
○
▽
〕
飴
、
〔○
○
▽
〕
、

 
 
 
 
 
 
 

鎌

（○
○
、
○
○
▽
）
 
カ
マ
と
ア
ワ
の
区
別
無
し
。

調

査

 
 
 
 
 
 
 
 
3
は
全
体
的
に
あ
い
ま
い
。

 
2
の
①

（大
手
町
）
栗

（
○
○
▽
）
、
竿

（
○
○
▽
）

 
8
の
④

（成
北
）
栗

（
○
○
▽
）、
竿

（○
○
▽
）

 
8
の
⑤

（
日
向
）
栗

（
○
○
▽
）
、
竿

（
○
○
▽
）
、
足

〔○
○
▽
〕
、
月

〔○
○

 
 
 
 
 
 
 

▽
〕
、
糸

〔○
○
▽
〕
、
鎌

〔○
○
▽
〕

ア
ワ
の
区
別
無
し
。

 
 
 
 
 
 
 

調
査
3
は
全
体
的
に
あ
い
ま
い
。

 
8
の
◎

（
日
向
）
栗

（
○
○
▽
）
、
竿

（
○
○
▽
）
、
鎌

〔○
○
▽
〕
 
カ
マ
の
区

 
 
 
 
 
 
 

別
無
し
。
調
査
3
は
全
体
的
に
あ
い
ま
い
。

 
8
の
◎

（松
沼
）
栗

（
○
○
▽
）
、
竿

（
○
○
▽
）

 
8
の
①

（高
根
）
道

〔○
○
▽
〕
、
飴

〔○
○
▽
〕
、
雨

〔○
○
〕
、
鎌

○
○
、

 
 
 
 
 
 
 

○
○
▽
 
調
査
2

・
3
は
あ
い
ま
い
。
ア
メ
の
み
か
ろ
う
じ

 
 
 
 
 
 
 
 
て
区
別
あ
り
。
調
査
4
で

「
山

・
冬
」
が

〔○
○
〕

 
8
の
⑧

（高
根
）
栗

（
○
○
▽
）
、
竿

（○
○
▽
）

 
8
の
⑤

（木
戸
）
栗

（
○
○
▽
）
、
竿

（
○
○
▽
）、

汗

〔○
○
〕
、

糸

〔○
○

 
 
 
 
 
 
 

○
▽
〕、
箸

〔○
○
〕 
調
査
2

・
3
は
区
別
は
あ
る
が
や
や

 
 
 
 
 
 
 
 
あ
い
ま
い
。

 
8
の
①

（木
戸
）
栗

（
○
○
▽
）
、
竿

（
○
○
▽
）

以
上
の
結
果
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
よ
う
。

1
、 

「栗

・
竿
」
の
二
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
尾
高
下
型

 
で
あ
る
が
、
当
方
言
に
お
い
て
は
尾
高
平
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な

 
ら
ば
、
型
知
覚
も
明
瞭
で
あ
り
、
同
音
異
義
語
の
区
別
や
三
拍
形
容
詞
の
二
型

 

の
対
立
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
2
の
⑤
、
2
の
①
、
8
の
④
、
8
の
◎
、
8
の

 
⑧
、
8
の
①
は
、
こ
の
二
語
だ
け
が
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
異
な
る
相
を
示
し

 

て
い
る
。



2
、 
「
栗

・
竿
」
を
除
い
て
見
る
と
、
す

っ
か
り
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
な

っ
て

 
い
る
児
童
と
、
何
語
か
に
ゆ
れ
の
見

ら
れ
る
児
童
、
同
音
異
義
語
の
区
別
が
や

 
や
あ
い
ま
い
に
な

っ
て
い
る
児
童
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

 
第
八
小
学
校
で
は
字
ご
と
に
二
名
ず

つ
の
調
査
を
試
み
た
が
、
特
に
字
に
よ
る

 
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
A
グ

ル
ー
プ
の
中
に
お
い
て
は
、

 
学
校
差
や
地
域
差
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

3
、
ゆ
れ
の
見
ら
れ
た
語
は

「
道

・
皿
（
Ⅰ
）
、
足

・
月
（Ⅲ
）
、
息
（
Ⅳ
）、
汗
（
V
）
」

 
お
よ
び
同
音
異
義
語
の

「
雨

・
飴

・
橋

・
箸

・
鎌
」
で
あ

っ
た
。

こ
の
同
音
異

義
語
を
除
け
ば
、
そ
の
異
な
り
語
数

は
わ
ず
か
に
七
語
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ

 
れ
ら
の
多
く
の
反
省
的
型
は
東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト
と
同
じ
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

 
た
。

こ
の
七
語
に
つ
い
て
は
、
共
通

の
音
環
境
な
ど
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

4
、
ゆ
れ
が
見
ら
れ
た
ア
ク
セ
ン
ト
節

は
、
単
独
よ
り
付
属
語
が
付
い
た
ア
ク
セ

 
ン
ト
節
に
多
く
、
そ
の
発
音
の
ゆ
れ

は
○
○
▽
が
多
か

っ
た
。
こ
れ
は
か
つ
て

 
の
館
林
式

ア
ク
セ
ン
ト
の
面
影
を
偲
ば

せ
る
も
の
で
あ
る
。

5
、
1
類
と
Ⅱ

・
Ⅲ
類
の
語
の
単
独
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
、
対
立
が
認
め
ら
れ
な

 
 

か
っ
た
。

 
6
、
三
拍
形
容
詞
の
二
型
の
対
立
は
、
全
員
に
認
め
ら
れ
た
。

 
 
（二）
 
B
グ

ル
ー
プ
の
実
態
と
考
察

 
館
林
市
の
住
人
の
間
で
も
、
第
四
小
学
校
、
第
五
小
学
校
の
あ
る
地
域
、
す
な
わ

ち
大
島
や
赤
羽
地
区
の
こ
と
ば
は
少
し
違
う
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
ば
通

り
、
小
学
生
に
お
い
て
も
、
A
グ
ル
ー
プ
と
は
そ
の
様
子
を
異
に
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
中
に
は
A
グ

ル
ー
プ
に
入
れ
て
も
さ
し
つ
か
え
な

い
よ
う
な
児
童
も
い
る
が
、
そ
の
数
は
少
な
い
。

 
大
島
は
、
か
つ
て
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
大
島

・

赤
羽
は
、
い
ず
れ
も
館
林
市
の
東
端
に
位
置
し
、
大
島
は
栃
木
県
の
下
都
賀
郡
藤
岡

町
に
接
し
、
赤
羽
は
邑
楽
郡
板
倉
町
に
接
し
て
い
る
。

 
こ
こ
に
、
こ
の
二
校
の
調
査
1
の
全
資
料
を
示
し
、
そ
の
実
態
を
見
て
い
き
た
い
。
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一 

〇
〇
、
○
○
▽
 
 
例
え
ば
○
○
に
ま
と
め
た
も
の
の
中
に
は
、
○

 
 
 
 
ー
 
○
○
、
○
○
▽
 
 
○
や
○
○
、
○
○
、
○
○
、
○
○
な
ど
を
含
ん

 
 
 
 
＜
 
 
 
 
○
○
▽
 
 
で
い
る
。

 
 
 
右
の
三
つ
の
記
号
の
組
合
わ
せ
で
、

二
回
の
発
音
を
表
わ
し
た
。
し
た
が

っ

 
 
て
、

一
ー
〈
だ
け
で
記
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
二
回
の
発
音
が
同
じ
で
あ

っ

 
 
た
こ
と
に
な
る
。

 
 
 
5
の
①
と
⑧
は
、

一
回
の
発
音
で
あ

る
。

 
 
話
者
の
居
住
地
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 
 
 
 
4
の
＠

（大
島
正
儀
内
）、

4

の
⑤

（大
島
本
郷
）、

4

の
◎

（大
島
岡

 
 
 
里
）、
4
の
⑥

（大
島
寄
居
）、
4
の
◎

（田
谷
）、
5
の
＠

（赤
生
田
）、
5

 
 
 
の
⑤

（赤
生
田
）
、
5
の
◎

（
羽
附
）
、
5
の
⑥

（
羽
附
）、
5
の
◎

（羽
附
、

 
 
 
5
の
①

（
羽
附
）、
5
の
⑧

（羽
附

）、
5
の
⑤

（上
赤
生
田
）。

 
B
グ
ル
ー
プ
は
、
A
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
る
と
、
全
体
的
に
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
高

低
の
差
も
小
さ
く
、
特
に
単
独
の
ア
ク
セ
ン
ト
節
の
場
合
に
そ
の
差
は
き
わ
め
て
小

さ
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
調
査
を
し
て
い
て
も
、
そ
の
聞
き
と
り
は
難
し
か

っ
た
。

 
二
校
の
実
態
は
、
い
さ
さ
か
異
な

っ
て
い
る
。
特
に
、
Ｉ
類
と
Ⅳ

・
V
類
の
語
に

相
異
が
見
出
せ
る
。

 
以
下
、
二
拍
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

 
東
京
式
ア
ク
セ
ソ
ト
で
○
○
▽
型
の
Ｉ
類
の
語
は
、
同
音
異
義
語
を
も
つ

「
飴

・

鼻
」
を
除
い
て
見
る
と
、
単
独
の
場
合
、
四
小
は
五
名
と
も
に
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

と
同
じ
○
○
で
安
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
五
小
で
は
◎
の

「
酒

・
顔
」
に
、

⑤
の

「鳥
」
に
頭
高
○
○
の
発
音
が
、

一
回
ず
つ
で
は
あ
る
が
現
わ
れ
て
い
る
。
わ

ず
か
に
三
語
に
、
し
か
も
二
名
に
で
は
あ
る
が
、
1
類
の
語
に
頭
高
の
発
音
が
現
わ
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れ
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
付
属
語
が
付
い
た
場
合
は
、
二
校
と
も
に
○
○
▽
が
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
現

わ
れ
る
頻
度
は
五
小
の
方
が
大
き
い
。
こ
の
動
き
は
A
グ

ル
ー
プ
の
8
の
①
に
も
見

ら
れ
た
が
、
そ
の
数
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
二
語
に
で
あ

っ
た
。
い
か
に
五
小
に
お

い
て
、
Ｉ
類
の
付
属
語
が
付
い
た
ア
ク
セ
ン
ト
節
に
○
○
▽
が
多
く
現
わ
れ
て
い
る

か
を
、
二
つ
の
割
合
で
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
 
 
 
全
発
音
数
の
中
で
○
○
▽
が
現
わ
れ
た
割
合

 
 
 
 
 
 
第
五
小
学
校
 
30
％
 
 
 
第
四
小
学
校
 
14
％

 
 
 
 
1
類
十
語
の
中
で
○
○
▽
が
現
わ
れ
た
語
の
割
合

 
 
 
 
 
 
第
五
小
学
校
 
約
49
％
 
 
第
四
小
学
校
 
24
％

 
次
に
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
○
○
▽
型
と
な
る
Ⅱ

・
Ⅲ
類
の
語
に
つ
い
て
み
て

み
よ
う
。

 
ま
ず
、
A
グ
ル
ー
プ
で
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
異
な

っ
て
は
い
る
が
、
ほ
と

ん
ど
全
員
が
○
○
▽
の
発
音
を
し
て
い
た

「
栗
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
四
小
で
は
A

と
同
じ
く
、
全
員
が
○
○
▽
に
発
音
し
た
。
五
小
で
は
半
数
の
四
名
だ
け
が
○
○
▽

で
、
残
り
の
半
数
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
じ
○
○
▽
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、
後

者
の
四
名
が
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
化
し
て
い
る
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
本
来
○

○
▽
で
あ

っ
た
も
の
が
、
○
○
▽
化
し
て
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。 
「
竿
」
に
つ
い
て
は
○
○
▽
も
現
わ
れ
る
が
、
○
○
▽
の
方
が
多
か
っ
た
。

こ

の

「竿
」
は
、
4
の
⑤
と
◎
の
単
独
の
場
合
に
頭
高
の
発
音
が
見
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、

二
拍
目
が
母
音
だ
け
の
不
安
定
な
拍
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
頭
高
型
の

「
雲
」
は
、
四
小
で
は
A
と
同
じ
く
全
員
頭
高

で
あ

っ
た
が
、
五
小
で
は
、
単
独
の
場
合
三
名
に
○
○
が
、
付
属
語
が
付
い
た
場
合

一
名
に
○
○
▽
が
現
わ
れ
て
い
る
。

 

以
上
述
べ
た

「栗

・
雲
」
の
二
語
を
除
い
て
見
る
と
、
H

・
皿
類
の
語
は
、
四
小
、

五
小
と
も
に
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
付
属
語
が
付
い
た
ア
ク
セ
ン

ト
節
は
○
○
▽
が
主
流
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
○
○
▽
も
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
○



○
▽
が
現
わ
れ
る
傾
向
は
、
四
小
よ
り
五
小

の
方
が
や
や
強
い
よ
う
で
あ
る
。

 
五
小
に
お
い
て
は
、
1
類
に
○
○
▽
が
多
く
現
わ
れ
、

一
方
、
Ⅱ

・
Ⅲ
類
に
は
○

○
▽
が
現
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
Ｉ
類
／
Ⅱ

・
Ⅲ
類
の
対
立
が
弱
ま
っ
て
い
る
感
が
あ

る
。単

独
の
場
合
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
二
校
と
も
に
ほ
と
ん
ど
○
○
で
、
わ
ず
か
に
四
小

で
は

「
橋

・
竿
」
に
、
五
小
で
は

「
雪

・
橋

・
花
」
に
○
○
が
現
わ
れ
た
だ
け
で
あ

る
。次

に
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
○
○
▽
型
に
発
音
さ
れ
る
Ⅳ

・
V
類
の
語
に
つ
い

て
見
て
み
る
と
、
単
独
の
ア
ク
セ
ン
ト
節
に
お
い
て
、
四
小
と
五
小
の
問
に
相
異
が

見
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

四
小
に
お
い
て
は
同
音
異
義
語
を
も

つ

「
箸

・
鎌
」

と

「種
」
に
は
○
○
が
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
語
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と

同
じ
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
五
小
で
は
か
な
り
の
語
に
○
○
が
現
わ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
Ⅳ

・
V
類
の
二
十

一
語
中
、
○
○
が
現
わ
れ
て
い
る
語
数
を
見
る
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
5
の
④

 
8
語
 

 
5
の
⑤
 
17
語

 

 
5
の
◎

13
語

 
 
 
5
の
⑥

 
3
語

 
 
5
の
◎

 
4
語

 
 
5
の
⑤

 
5
語

 
 
 
5
の
㊦
と
⑧
 
1
語

 
 
 
4
の
④
と
◎
と
④
 
1
語
 

 
4
の
⑤

 
2
語

 
 
4
の
◎

 
0
語

 
5
の
⑤
及
び
◎
の
数
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
校
そ
れ
ぞ
れ
全
体

で
○
○
が
現
わ
れ
る
異
な
り
語
数
は
、
四
小
が
3
語
に
対
し
て
、
五
小
は

「鯉
」
を

除
く
20
語
で
、 
「鯉
」
以
外
の
語
は
、
誰
か
し
ら
○
○
の
発
音
を
し
て
い
る
こ
と
に

な

っ
て
い
る
。

 
し
か
し
、
付
属
語
が
付
い
た
場
合
は
、
四
小

・
五
小
と
も
同
じ
様
子
で
、
○
○
▽

や
○
○
▽
の
発
音
も
見
ら
れ
る
が
、
α
○
▽
が
主
で
あ
る
。
○
○
▽
や
○
○
▽
が
全

発
音
数
の
中
で
占
め
る
割
合
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
四
小
学
校
 
 

 
第
五
小
学
校

 
 
 
 
○
○
▽
 

 
 
約
14
％
 

 
 

 

 約
16
％

 
 
 
 
○
○
▽
 
 
 
約
1
％
 

 
 

 

約
3
％

 
三
拍
形
容
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

（
調
査
2
）
も
、
A
に
比
べ
る
と
全
体
的
に
か
な
り

あ

い
ま

い
に

な

っ
て

い

る
が

、

反

省

的

型

は

ほ
と

ん

ど

の
児

童

に
○

○

○

と
○

○

○

の
対

立

が

認

め

ら

れ

た
。

中

で
も

、

4

の
◎

・
⑥

、

5

の
＠

・
◎

・
①

．
⑧

は

二
型

の
対

立

が

明
瞭

で
あ

っ
た
。

し

か

し
、

5

の
④

な

ど

は
、

終

止
形

の
発

音

は
、

二
回

と
も
す
べ
て
0
8

で
、
区
別
が
な
い
よ
う
で
あ

っ
た
。
か
ろ
う
じ
て
、
連
体
形
の

場
合
に
二
つ
の
対
立
が
認
め
ら
れ
た
。
5
の
◎
、
4
の
◎
も
か
な
り
あ

い
ま
い
で
あ

っ
た
。
特
に
5
の
◎
は
あ
い
ま
い
で
、 
「
白
い
」
に
○
○
○
の
発
音
も
見
ら
れ
た
。

 
同
音
異
義
語
の
区
別

（
調
査
3
）
も
、
全
体
的
に
非
常
に
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
あ

い
ま
い
な
が
ら
も

「
飴

・
雨
」、
「橋

・
箸
」
、
「釜

・
鎌
」、
「
粟

・
泡
」
の
区
別
が
全

部
で
き
た
の
は
半
数
に
足
ら
な
か

っ
た
。
四
つ
の
対
の
中
で
は
、
小
学
生
の
生
活
と

は
余
り
縁
の
な
い
鎌
や
粟
の
入

っ
た
対
の
区
別
が
な
い
も
の
が
多
か

っ
た
。
4
の
◎

・
⑥
や
5
の
＠

・
◎
な
ど
は
、
何
度
発
音
し
て
も
ら

っ
て
も
、
最
後
ま
で
は

っ
き
り

し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
4
の
◎
や
④
）に
き
き
と
り
の
調
査
を

し
て
み
る
と
、
金
田

一
氏
の
報
告
の
中
に
も
あ

っ
た
よ
う
に
、
し
ば
ら
く
考
え
た
後

に
、
ア
メ
は

「
雨
」
に
ア
メ
は

「飴
」
に
聞
こ
え
る
と
い
う
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

と
同
じ
答
え
が
出
た
の
で
あ

っ
た
。

 
調
査
4
で
は
、
4
の
◎
の

「音
」
と
5
の
◎
の

「
音

・
窓

・
犬
」
に
東
京
式
ア
ク

セ
ン
ト
と
異
な
る
発
音
が
見
ら
れ
た
。

 
以
上
、
第
四
小
学
校
、
第
五
小
学
校
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
A
グ
ル

ー
プ
に
比
べ
て
あ
い
ま
い
で
、
ゆ
れ
の
見
ら
れ
る
語
が
多
か
っ
た
。
特
に
五
小
が
そ

う
で
あ

っ
た
。
二
校
を
比
較
す
る
と
、
四
小
は
よ
り
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
近
く
、

五
小
は
よ
り
四
十
五
年
前
の
館
林
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
近
い
様
子
で
あ

っ
た
。

 
四
小
は
、
か
つ
て
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
も

東
に
広
域
の
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
が
ひ
か
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
い
ま

い
な
が
ら
も
か
な
り
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
近
い
相
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
驚
き
で

あ

っ
た
。

 
そ
れ
で
は
、
館
林
市
の
多
く
の
小
学
生
が
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
化
し
て
い
る
中
で
、

五
小
が

こ
の
よ
う
な
相
を
示
し
て
い
る
の
は
、
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
見
逃

が
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
こ
と
に
、
小
学
校
と
中
学
校

の
学
区
の
関
係
が
あ
る
。

五
小
の
児
童
は
そ

っ
く
り
そ
の
ま
ま
赤
羽
中
学
校
に
入
学
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
の



中
学
校
が
複
数
の
小
学
校
か
ら
の
子
供
が
入
学
し
て
く
る
の
に
対
し
て
、
赤
羽
中
学

校
は
五
小
の
子
供
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
中
学
生
に
つ

い
て
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
中
学
生
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
、
他
の
中
学
生
と

異
な

っ
た
様
子
を
呈
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

 
四
小
は
第
二
中
学
校
の
学
区
に
入
り
、
こ
の
第
二
中
学
校
に
は
二
小
の

一
部
と
三

小
の
全
員
も
入
学
し
て
く
る
。
し
か
も
、
四
小
の
児
童
数
は
、
他
の
小
学
校
に
比
べ

て
き
わ
め
て
少
な
い
。
参
考
ま
で
に
、
各
小
学
校
の
六
年
生
の
児
童
数
を
示
す
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
 

一
小
 
二

一
五
 
 
二
小
 

一
四

一 
 

三
小
 

一
三
三

 
 
 
 

四
小
 
 
二
五
 
 
五
小
 

一
〇
〇
 
 
六
小
 
ニ
三
二

 
 
 
 

七
小
 
 
五

一 
 

八
小
 

一
五
六
 
 
九
小
 
 
五
七

 
 
 
 

十
小
 

一
八
七
 
 
 
 
 
 

（昭
和
五
十
八
年
十
月
現
在
）

 
中
学
生
時
代
も
ま
だ
言
語
形
成
期
で
あ
る
の
で
、
こ
の
四
小
の
子
供
た
ち
が
中
学

校
の
三
年
間
の
生
活
で
、
ど
の
よ
う
に
ア
ク

セ
ン
ト
が
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う

か
。
中
学
生
の
調
査
と
、
調
査
を
行
な

っ
た
小
学
生
の
追
跡
調
査
を
是
非
行
な
い
た

い
と
思

っ
て
い
る
。

 

五
 
ま
と
め
 
 
―今
後
の
課
題
―

 
小
学
生
の
調
査
の
他
に
、
中
学
生
、
高
校
生
、
ま
た
二
十
代
、
四
十
代
、
五
十
代

の
調
査
も
二
、
三
人
ず

つ
試
み
た
が
、
い
ず
れ
も
人
数
的
に
も
地
域
的
に
も
不
十
分

な
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
不
足
を
補

っ
た
上
で
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
。

 

こ
こ
で
は
、
そ
の
不
十
分
な
る
資
料
を
も
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
今
後
の
研
究
に

残
し
た
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
述
べ
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

 

今
回
、
館
林
市
内

の
小
学
生
に
限
定
し
て
述
べ
た
が
、
隣
接
す
る
地
域
の
実
態
を

き
め
こ
ま
か
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
、
館
林
市
の
小
学
校
の
中
で
最
も
あ

い
ま
い
で
あ

っ
た
五
小

（赤
羽
地
区
）
に
接

す
る
邑
楽
郡
板
倉
町
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
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詳
し
く
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
実
は
、
五
小
に
最
も
近
い
板
倉
西
小
学
校
の
六
年
生
三
名

（荻
野
光
則
君
、
荻
野

貴
子
さ
ん
、
根
岸
美
和
さ
ん
）
の
調
査
資
料
が
あ
る
。
調
査
を
行
な
う
前
は
、
次

の

よ
う
な
予
想
を
し
て
い
た
。
こ
の
小
学
校
の
児
童
は
五
小
と
き
わ
め
て
似
た
相
か
、

あ
る
い
は
更
に
あ
い
ま
い
な
相
を
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
、

Ｉ
類
や
Ⅱ

・
Ⅲ
類
の
語
の
単
独
の
ア
ク
セ
ン
ト
節
に
、
か
な
り
多
く
○
○
が
現
わ
れ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
音
異
義
語
の
区
別
は
全
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
予
想
は
あ
た
ら
な
か

っ
た
。
全
体
的
に
見
れ
ぽ
、
五
小
の
相

と
似
て
は
い
る
が
、
五
小
よ
り
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
近
く
、
し
か
も
こ
の
三
名

の
中

の
一
名
は
、
同
音
異
義
語
や
、
例
の

「栗

・
竿
」
の
語
を
除
く
と
、
す

っ
か
り

東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

 
か
つ
て
、
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
の
報
告
が
あ
る
邑
楽
郡
明
和

村
の
明
和
西
小
学
校
六
年
生

一
名

（篠
木
美
奈
子
さ
ん
）
の
調
査
資
料
も
あ
る
。
こ

ち
ら
は
、
や
は
り
か
つ
て
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
て
い
た
大
島
の
児
童
と
き

わ
め
て
相
似
た
相
を
示
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
児
童
の
祖
母
に
あ
た
る
七
十

歳
の
人

（
篠
木
登
美
氏
）
の
発
音
は
、
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
二
拍
名
詞
の
単
独
の
ア
ク
セ
ン
ト
節
に
は
○
○
と
○
○
が
入
り
混
り
、
ど
ち

ら
に
発
音
し
よ
う
と

一
向
に
さ
し
つ
か
え
な
い
様
子
で
あ

っ
た
し
、
付
属
語
が
付
い

た
ア
ク
セ
ン
ト
節
は
ほ
と
ん
ど
○
○
▽
で
発
音
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
形
容
詞
の
対
立

も
、
同
音
異
義
語
の
区
別
も
全
く
無
か
っ
た
。

 
今
後
、
板
倉
町
や
明
和
村
に
と
ど
ま
ら
ず
、
更
に
利
根
川
を
越
え
た
埼
玉
県
の
北

東
部
や
栃
木
県
に
ま
で
、
調
査

の
手
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

ま
た
同
時
に
、
各
年
代

の
調
査
も
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

 
館
林
市
方
言
に
於
て
、
東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト
化
の
動
き
は
四
十
歳
代
あ
た
り
か
ら

見
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
が
、
や
は
り
個
人
差
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
小
学
生
の
場

合
に
も
個
人
差
が
見
ら
れ
た
が
、
何
故
こ
の
よ
う
な
個
人
差
が
現
わ
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
彼
ら
を
と
り
ま
く
言
語
生
活

の
環
境
、
あ
る
い
は
言
語
外
の
諸
環
境
を
も

っ

と
詳
し
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
回
の
調
査
で
は
両
親
や
兄
弟
の
ア
ク
セ
ン
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ト
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
場
合
が
多
か

っ
た
が
、
し

か
し
、
そ
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
場
合
も
あ

っ
た
。
例
え
ば
、



A
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
と
り
わ
け
明
瞭
な
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ

っ
た
児
童
の
母

親
の
言
語
形
成
地
を
見
る
と
、
高
崎
市
や
東
京
都
で
あ

っ
た
。
ま
た
逆
に
、
A
グ
ル

ー
プ
の
中
に
あ

っ
て
は
、
ゆ
れ
の
み
ら
れ
る
語
が
多

い
児
童
の
生
活
環
境
を
尋
ね
る

と
、 
“
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
育
て
ら
れ
た
”
と

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

 
と
こ
ろ
で
、
館
林
市
本
町
で
生
ま
れ
育

っ
た
二
十
四
歳

の
女
性
（
篠
木
百
合
子
氏
）

を
調
査
し
た
際
に
、
そ
の
話
者
が
自
分
自
身

の
発
音
と
意
識
に
つ
い
て
内
省
し
、
そ

れ
を
語

っ
て
く
れ
た
中
に
、
大
変
興
味
の
あ

る
重
要
な
発
言

が

あ

っ
た
。
そ
れ
は

「ま
ず
カ
ー
ド
に
書
い
て
あ
る
語
を
見
て
、

さ
あ
発
音
し
よ
う
と
思
う
の
だ
が
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

一
瞬
の
沈
黙
が
流
れ
る
の
は
、
ど
う
発
音
し
て
よ
い
か
と

っ
さ

に
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば

「
肩
」
に
つ
い
て
、
調
査
者
が
カ

タ
、
カ
タ
、
カ
タ
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
発
音
を
呈
示
す
る
と
、
カ
タ
の
発
音
が

一
番
良

い
と
思
う
し
、 
「
一肩
」
は
カ
タ
だ
な
と
思
う
の
だ
が
、
い
ざ
口
に
出
し
て
言

っ
て
み

る
と
カ
タ
と
な

っ
て
し
ま

っ
て
、
な
か
な
か
カ
タ
と
い
う
発
音
が
出
て

こ
な

い

の

だ
。」
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ

っ
た
。

 
ま
た
、
大
島
の
四
十
五
歳
の
女
性

（吉
住
元
子
氏
）
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
発

言
を
し
て
い
る
。 
「あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
み
る
と

「
肩
」
は
カ
タ
で
あ
る
と
思
う

が
、
日
常
の
生
活
で
は

“
カ
タ
、
カ
タ
が
イ

タ
イ
”
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
に
思
う
。」

 

こ
れ
ら
の
発
言
が
語
る
よ
う
に
、
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
と
い
わ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、

話
者
の
意
識
と
具
体
的
な
発
音
と
の
間
に
隔
り
が
見
ら
れ
る
場
合
が
き
わ
め
て
多
い

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
隔
り
は
こ
の
地
域
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
変
化
の
過
渡
期
に
あ
る
こ
と
を
も
の

語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
。

 

こ
れ
ら
の
発
言
は
、
調
査
の
方
法

・
内
容

の
検
討
に
ま
で
問
題
を
投
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。

 
私
の
ゼ
ミ
の
学
生
に
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
の
出
身
の
学
生
が
い
る
が
、
彼
女
た

ち
の
な
に
げ
な
い
会
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

こ
の
学
生
は
本
当
に
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト

地
域
で
育

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
せ
る
程
に
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
香
り
を

漂
わ
せ
た
会
話
を
す
る
学
生
と
、
耳
に
す
る

か
ら
に
崩
壊

ア
ク
セ
ン
ト
地
域
の
出
身

だ
な
と
思
わ
せ
る
学
生
が
い
る
。
し
か
し
、

一
見
東
京
的
に
感
じ
ら
れ
る
学
生
の
方

が
、
自
分
自
身
の
発
音
を
内
省
す
る
と
は

っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。

 

こ
う
い
っ
た
状
態
に
接
す
る
と
な
お
さ
ら
、
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
や
崩
壊

ア
ク
セ
ン

ト
地
域
で
は
、
日
常
の
会
話
の
実
態
、
読
ま
せ
た
場
合
、
言
わ
せ
た
場
合
、
き
か
せ

た
場
合
、
内
省
し
た
場
合
の
実
態
な
ど
な
ど
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
示
し
、

ど
の
よ
う
に
関
連
し
あ

っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
追
求
し
て
い
か
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

 

こ
の
三
十
余
年

の
間
に
、
日
本
の
社
会
は
、
そ
し
て
私
た
ち
の
生
活
は
驚
く
ほ
ど

に
変
化
を
し
発
展
を
遂
げ
た
。
特
に

マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
発
達
は
著
し
い
。
こ
の
よ
う

な
社
会
の
激
変
に
と
も
な

っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化
に
も
、
戦
前
に
は
見
ら
れ
な

か

っ
た
動
き
が
現
わ
れ
て
き
た
今
日
、
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
の
調
査
、
考
察
が
要
求

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
今
後

に
課
せ
ら
れ
た
問
題
は
大
き
く
、
か
つ
複
雑
で
は

あ
る
が
、

一
つ
一
つ
丹
念
に
調
査
研
究
を
積
み
重
ね
、
館
林
市
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
全
貌
を
、
ま
た
、
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
や
崩
壊
ア
ク
セ
ン
ト
の
全
貌
を
明
ら
め
て
い

き
た
い
。

 

六
 
お
わ
り
に

 

調
査
に
出
か
け
る
た
び
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
労
を
い
と
わ
ず
、
温
か
く
調

査
に
協
力
し
て
下
さ
る
方

々
に
め
ぐ
り
会
い
、
励
ま
さ
れ
る
。

 

今
回
も
多
勢
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
そ
の
お
名
前
を
記
し
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

（
順
不
同
）

 
 

川
島
栄

一
先
生
、
関
野
寛
治
先
生
、
松
沢
清
先
生
、
森
田
由
雄
先
生
、
田
島
弘

 
 

先
生
、
高
瀬
利

一
先
生
、
藤
倉
国
雄
先
生
、
飯
塚
英
夫
先
生
、
大
隅
稔
也
先
生
、

 
 

阿
部
政
吉
氏
、
田
部
井
真

一
氏
、
田
部
井
明
紀
氏
、
館
林
市
教
育
委
員
会
、
館

 
 

林
市
役
所
学
校
教
育
課

・
行
政
課



 

 
註

（
1
）
 
金
田

一
春
彦
氏

の
説
明
を
そ
の
ま
ま
拝
借
す
れ
ば
、 

「
明
瞭
な
型

の
区
別
を
も

つ
が
、

 

 
そ

の
区
別

の
方
法

は
標
準
語
と
逆

に
な

っ
て
い
る
」

ア
ク
セ
ン
ト
を

い
う
。

（
2
）
 
平
板

一
型

ア
ク
セ
ン
ト
、

一
型

ア
ク
セ
ン
ト
あ

る
い
は
無
型

ア
ク
セ
ン
ト
、
無

ア
ク

 

 
セ
ン
ト
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

い
ず
れ

に
し
て
も
、
型

の
区
別
が
な

い
ア
ク
セ
ン
ト
、

 

 
拍
相
互

の
間
の
相
対
的
な
高
低

の
配
置

の
き
ま
り
を
も
た
な

い
ア
ク
セ

ン
ト
を
い
う
。

（
3
）
 
平
山
輝
男
先
生

は
次

の
よ
う

に
説
明
な
さ

っ
て
い
る
。 

「
ア
ク
セ

ン
ト
の
型
の
高
低

 

 
の
差
が
少
な
く
て
、
型

の
区
別

の
微
妙
な
も

の
で
す
。
話
者
が
静
か
に
落
ち

つ
い
て
、

 

 
も

っ
と
も
自
然
な
状
態

で
す
る
発
話

の
な
か
で
は
、
体
系
的
な

ア
ク
セ

ン
ト
の
型
が
あ

 

 
り
ま
す
が
、
話
者
が
緊
張
し
た
り
、
不
自
然
な
環
境

に
お
か
れ
た
り
す

る
と
、

ア
ク
セ

 

 

ン
ト
が
動
揺
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、

こ
の
種

の
方
言

の
話
者
は
、
た

 

 
と
え
ば
京
都
方
言
や
東
京
方
言
な
ど

の
話
者

よ
り
は
ア
ク
セ

ン
ト
の
型
知
覚
が
鈍

い
の

 

 

で
す
。」

（『
日
本

の
方
言
』

一
九
六
八
年
、
講
談
社
）

（
4
）
 
『
日
本
語

の
ア
ク
セ
ン
ト
』

一
九
四
二
年
、
中
央
公
論
社
。

（
5
）
 
季
刊

『
国
語
』

一
九
四
八
年
、
群
馬
国
語
文
化
研
究
所
。

（
6
）
 
他

に
、
館
林
市
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
に

つ
い
て
論
じ
た
も

の
に
、
飯
塚
英
夫

「館
林

 

 

の
ア
ク
セ

ン
ト
ー

2
音
節
名
詞

に
つ
い
て
」
（
『
方
言
研
究
第

2
号
』

一
九
七
〇
年
、

 

 
国
学
院

大
学
栃
木
高
等
学
校
方
言
研
究
会
）
が
あ

る
。

（
7
）
 
平
山
輝
男

『
日
本

の
方
言
』

（前
掲
註
3
参
照
）

（
8
）
 
大
橋
勝
男

「
い
わ
ゆ
る
多
型

ア
ク
セ
ン
ト
い
わ
ゆ
る

（崩
壊
）

一
型

ア
ク
セ

ン
ト
と

 

 

の
間
」
 

（
一
九
八
二
年
、
第
五
回

一
型

ア
ク
セ
ン
ト
研
究
会
発
表
資

料
）
参
照
。
曖
昧

 

 

ア
ク

セ
ン
ト
か
ら
崩
壊

ア
ク
セ
ン
ト

へ
の
変
化
例
と
し
て
、
新
潟
県
佐
渡
郡
相
川
町
関

 

 
方
言
、

山
形
県
北
東
部
四
地
域
が
上
げ

ら
れ

て
い
る
。

 

 
 

つ
い
先

日
、
二
型

ア
ク
セ

ン
ト
で
有
名
な
鹿
児
島
市
出
身

の
学
生
霜
出
美
佐
子
さ
ん

 

 
（
十
九
歳

）
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
二
拍

の
ア
ク
セ

ン
ト
節
が
あ

い
ま

い
化

 

 
し
て
い
た
。
特

に
二
拍
名
詞

で
○
○
に
な
る
語
が
○
○

に
発
音
さ
れ
る
傾
向
が
著
し
か

 

 

っ
た
。
複
数

の
人
を
調
査
し
確
認
を
急
ぎ
た

い
が
、

こ
の
動
き
が
彼
女
個
人

で
は
な
く
、

 

 
鹿
児
島
市

の
青
年
層
全
体

に
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

二
型

か
ら
尾
高

一
型

へ
の
変
化
が

 

 
起

り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
も

一
般
的
な
ア
ク
セ

ン
ト
変
化

の
例
と
な
ろ
う
。

（
9
）

木
野
田
れ
い
子

「
埼
玉
県
南
崎

玉
郡
久
喜
町
の
ア
ク
セ

ン
ト
ー

暖
昧

ア
ク
セ
ン
ト

 
 
か
ら
東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト

へ
ー

」
（『
都
大
論
究
』
第

10
号
、

一
九
七
二
年
、
東
京
都

 
 
立
大
学
国
語
国
文
学
会
）
参
照
。

 
 
 
中
条
修

「
無

ア
ク
セ
ン
ト
地
域

に
お
け

る
青
年
層

の
ア
ク
セ
ン
ト
の
動
向
―

静
岡

 
 
市
井

川
方
言

の
場
合
―

」
（
『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
第
33
号
、

一
九
八
二

 
 
年
）
参

照
。

 
 
 
前
掲
註

8
の
資
料
参
照

。

（
10
）
 
金
田

一
春
彦

『埼

玉
県
下

に
分
布
す
る
特
殊

ア
ク
セ
ン
ト
の
考
察
』
（
一
九
四
八
年
）

 
 
の
付
図

“
埼

玉
ア
ク
セ
ン
ト
分
布
図
”
よ
り
抜
き
出
し
た
。

（
11
）

館

林
市
誌
編
集
委
員
会
編

『
館
林
市
誌

 
歴
史
篇
』
（
一
九
六
九
年
、
館
林
市
役
所
）

 
 
参
照
。

（
12
）
 

い
わ
ゆ
る
な
ぞ
な
ぞ
式

の
調
査
。

（
13
） 
書

か
れ
た
調
査
語
を
読
ん
で
も
ら
う
調
査
。

（
14
） 
金
田

一
氏

は

一
音
節
ず

つ
切

っ
て
ゆ

っ
く
り
発
音
し
て
も
ら
う

“
て

い
ね
い
な
発
音
ノ

 
 
は
、
普
通
そ
の
音

の
発
音
意

図
を
正
し
く
実
現
す

る
と
考
え
、

そ
の
有
効
性
を
説

い
て

 
 
お
ら
れ

る
。
金
田

一
春
彦

『
日
本
語
音
韻

の
研
究
』

（
一
九
六
七
年
、
東
京
堂
出
版
）

 
 
参

照
。

（
15
） 
第

一
小
学
校

へ
も
調
査

の
依
頼

に
行
き
、
校
長
先
生
よ
り
快
い
協
力

の
お
返
事
を

い

 
 
た
だ
い
た
が
、
こ
ち
ら

の
都
合
で
今
回
調
査
は
で
き
な

か

っ
た
。
こ
こ
に
失
礼
を
お
詫

 
 
び
し
た

い
。

（
16
）

篠
木
れ

い
子

「異
体
系

ア
ク
セ
ン
ト
接
触
地
域
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
研
究
―

高
知
県

 
 
幡
多
郡
佐
賀
町

の
場
合
―

」 

（平
山
輝
男
博
士
古
稀
記
念
会
編

『
現
代
方
言
学
の
課

 
 
題
』
明
治
書
院
、

一
九
八
四
年
）
参
照
。

（
17
） 
崩
壊

ア
ク
セ
ン
ト
と
認
定
さ
れ
る
邑
楽
郡
板
倉
町
下
五
箇

の
岡
田
豊
吉
氏

（
六
十

七

 
 
歳
）

の
二
拍
名
詞
の
発
音

の
実
態

は
、
次

の
よ
う
で
あ

っ
た
。
す
な

わ
ち
、
単
独
の
ア

 
 
ク

セ
ン
ト
節

に
お
い
て
は
、
○
○

で
も
○
○
で
も
さ
し
つ
か
え
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
○

 
 
○

の
発
音
が
現
わ
れ
た
。
付
属
語
が
付

い
た
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
○
○
▽
で
発
音

さ

 
 
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
実
と
、
小
学
生

の
全
体

の
資
料

か
ら
、
Ｉ

・
Ⅱ

・
Ⅲ
類

の
単
独

 
 
の
ア
ク
セ
ン
ト
節
に
○
○
が
現
わ
れ
る
そ
の
頻
度

は
、
崩
壊

ア
ク
セ
ン
ト
と

の
距
離
を

 
 
暗
示

し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ

て
な
ら
な

い
。

（
18
） 
板
倉
町
史
編

さ
ん
委
員
会

『
利
根
川
中
流
域
板
倉
町
周
辺

の
言
語

（方
言
）
』
（町
史

 
 
別
巻

2
、

一
九
七
九
年
）

の

「第

3
章
、
音
韻

・
ア
ク
セ
ン
ト
」

（飯
塚
英
夫
担
当
）

 
 
参
照
。



（
19
）
 

一
家
族

の
中

に
、

い
ろ
い
ろ
な
程
度

の
曖
昧

ア
ク
セ
ン
ト
や
東
京
式

ア
ク
セ

ン
ト
の

 
 
も
ち
主
が
同
居
し

て
い
る
例
は
多
く
見
ら
れ

る
。

 
 

 
例
え
ば
、
館
林
市
大
手
町

に
住
む
粕
川

一
家
や
飯
島

一
家
な
ど
は
そ
の
良

い
例

で
、

 
 

一
つ
屋
根

の
下

に
、
い
ろ
い
ろ
な

ア
ク
セ

ン
ト
の
相
が
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
20
） 
篠
木

ゼ
ミ
の
参
加
者

の
中

で
、

こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
ア
ク
セ
ン
ト
の
研
究
を
し
て

 
 

い
る
学
生
が

い
る
。
四
年
生

の
三

ッ
木
美
佐
枝

は
、
館
林
市

の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て

 
 

い
ろ
い
ろ
な

ア
ク
セ
ン
ト
節
を
準
備
し
、
読
ま

せ
る
調
査

に
お
け
る
動
き
を
考
察
し
て

 
 

い
る
。
三
年
生

の
今
泉
郁
代
と
広
川
正
子
は
、
広
川
が
館
林
市
出
身

で
あ

る
こ
と
を
活

 
 

か
し
、
自

然
談
話

の
実
態

と
読
ま

せ
る
調
査
と

の
比
較
を
行
な

っ
て

い
る
。
同
じ
く
三

 
 
年
生

の
見
目
雪
江
は
栃
木

県
日
光
市

の
青
年
層

の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
、
高
校
卒
業

 
 
後

の
居
住
地
に
注
目
し
な
が
ら
、
そ

の
実
態
を
追

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は

『
篠
木
ゼ

ミ

 
 

レ
ポ

ー
ト
 

2
』
 

（
一
九
八
四
年
三
月
発
行
予
定
）

で
報
告
す

る
こ
と
に
な

っ
て

い
る

 
 
が
、
そ

の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

 

追
記

 
 

 
群

馬

県

立

女

子

大

学

国

文

学

科

（
青

木

紀

元

、

有

川

美

亀

男

、

水
沢

利

忠
、

 

平

林

文

雄

、

小

内

一
明

、

和

田

義

昭

、

岡

本
隆

男

、

渡

辺

正

彦

、

佐
藤

圀

久
、

 

篠

木

れ

い
子

）

は
、

昭

和

五

十

六

年

度

か

ら

五
十

八
年

度

ま

で

の

三

ケ
年

に

 

わ

た

り
、

群

馬

県

よ

り

特

別

研

究
費

を

い

た

だ
き

、

群

馬

県

下

の
国

語

国
文

 

学

資

料

の
発

掘

及

び

方

言

研

究

を

行

な

っ
た
。

本

稿

は
そ

の
成

果

の

一
部

で

 

あ

る
。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
（
昭

和

五

十

八

年

十

月

三
十

日
脱

稿

）


